
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 芝川 小学校 ）     学校番号 ０６８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 輝く笑顔 学ぶ意欲あふれる学校        

          

重 点 目 標 

１ ICTを最大限活用した「アクティブ・ラーニング型授業」への深い理解と継続進化 
２ 全教職員が率先して教育環境の整備に参画する安心安全な学校づくりの推進 
３ 学校・家庭・地域が目標やビジョンを共有し、連携・協働するスクール・コミュニティの構築 
４ 教職員がアイディアを出し合い、新たな学びのスタイルに向け挑戦し続ける校内体制の創造 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学調では、国語、算数ともに全国、市平均

と比べ低い結果である。 

○市学調では、全ての教科において市平均を３ポ

イント以上下回っている。 

○市学調では、学習への関心・意欲・態度に関す

る質問に肯定的な回答をした児童の割合は、市

平均と比べ大差はない。 

○タブレット端末を自由に操り、学習課題の解決

に向けた調べ学習やまとめに意欲的に活動する

児童が多い。 

〈課題〉 

○全国学調の結果分析から、国語では特に「読む

こと」、算数では「図形」と「データの活用」

等、読解力に課題がある児童が多い。 

○児童が「楽しく分かりやすい」と感じる授業を

実践する必要がある。ＩＣＴを最大限に活用し

たデジタルの優位性に立った場面を核とし、ア

ナログ型の場面も組み込んだ児童主体の学びを

展開していく必要がある。 

・ICT を活用し

た「主体的・

対話的で深い

学び」への理

解と深化 

 

 

 

 

 

➀教科指導では ICT を活用した学びを核

とし、教員による問題や課題の提

示、発問、板書、教材教具を効果的

に組み合わせた授業を展開する。 

➁学校課題研究において「主体的・対話

的な深い学び」への理解を深める体

系的な研修を推進委員会及びエバン

ジェリスト主導で実施する。 

③「教える」から「学ぶ」へ授業改革を

目指し、どの学級でも毎日 ICT を活

用した児童の個別最適な学びを保障

する。 

➀児童アンケート「ICT を活用した授業

は楽しく分かりやすいか。」の項目に

おいて肯定的な回答をする児童の割合

が 80％以上になったか。 

➁学校課題研究の振り返りで「理解が深

まり実践スキルが身に付いたか」にお

いて肯定的な回答が 80％以上となっ

たか。 

③教職員アンケート「児童が毎日 ICT 

を活用し、自ら調べ、学習する環境を 

整備したか。」において肯定的な回答 

の割合が 90％以上となったか。 

 

 

 

 

学力向上に関する取組  

 

 

 

 

※教諭、助教諭用自己評価シー

トⅠ 教科指導等に対応 

  

・市 SSSP で学び

の 探 究 化 ・

STEAMS 化を実

現 

 

 

 

 

 

①さいたま STEAMS 教育（プログラミン

グさいたまモデル）、さいたま SDGs

教育、STEAMS TIME を計画的に教育計

画に位置付け実施する。 

③市実践モデル校として金融経済教育を

６学年で実践する。 

③学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」で

つながる学びのサイクルを取り入れた

授業を実践する。 

➀学年学級間、授業参観等の機会におい

て実践を行い、実施方法や成果につい

て検証・共有することができたか。 

 

②実践モデル校としての実績が、次年度

以降の継続実施につながったか。 

③学校課題研究で４つの学びのポイント

を意識した授業実践が日常的に行われ

たか。 

※同上  ※同上 
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〈現状〉 

○児童とその保護者に寄り添い、信頼関係の構

築・発展を図るとともに、継続的な観察やアン

ケート等を活用し、児童理解に努めている。 

○施設整備の不具合が認められた場合、児童の安

全確保への措置を速やかに行い、市教委と連携

し対応している。 

〈課題〉 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、迅速か

つ適切に、全教職員が同一歩調で組織的に対応

する体制が必要である。 

○教職員による安全点検を確実に行うだけでな

く、児童自らが日々の学校生活を振り返り、安

全に対する意識を高めていく必要がある。 

・いじめ、差別

のない、児童

一人ひとりの

安心安全の確

保 

 

➀学年・学級のための時間を確保し、教

職員間の対話を活性化させるととも

に、生徒指導、教育相談の視点から

児童に関する情報を共有する。 

➁アンケート等の結果や面談等を通じ

て、児童の心の状態を把握し、迅速

かつ適切な指導・支援を行う。 

①学年内の情報共有が活性化し、生徒指

導、教育相談部で具体策を立て、月内

で速やかに対応したか。 

②アンケート結果を学年内で共有し、関

係分掌を中心に SC や SSW、関係機関

等と連携し具体策を講じたか。 

 

 

安心・安全に関する取組 

 
 
※教諭、助教諭用自己評価シート

Ⅱ に学年・学級経営・生徒指

導・進路指導等に対応 

※事務職員用シートに対応 

  ・校舎内外の巡

視、毎月の安

全点検による

教職員・児童

の危機管理意

識の向上 

➀毎月の安全点検の着実な実施を教職員

に呼びかけ、報告があった不備につ

いては直ちに現状を確認し、管理職

及び事務職員とで速やかに対応を協

議する。 

➁児童自らが日常の危険を予測したり回

避したりすることができるよう、朝

会や集会等で児童に呼びかける。 

①施設設備の不備等について報告があっ

た場合は、速やかに関係職員で協議

し、修繕等を１週間以内に手配する。 

 

 

②児童の危機意識の欠如が一因であると

考えられる防犯、交通、防災上の事故

が年間で発生ゼロであったか。 

 

 

※同上 

 
 

 

※同上 

※その他の校務分掌に対応 
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〈現状〉 

○登下校の見守り、読み聞かせ、おやじの会、自

治会や育成会、ＰＴＡの支援を受け、学校と地

域が一体となった活動が定着しつつある。 

○学校だよりやＨＰ等を活用して教育活動を広く

地域に広報するとともに、授業参観や集会、学

校行事等を積極的に公開している。 

〈課題〉 

○学校運営協議会でＳＮＮ等地域の教育力を活か

した活動として何ができるのかを熟議し、実際

に地域と協働した活動を展開する必要がある。 

・学校運営協議

会と SSN 等が

連動し、学校

と地域の一体

感ある取組の

充実 

➀学校運営協議会や SSN に関する情報を

学校だよりや学校 HP を通じて発信す

るなど、広く広報活動を行う。 

➁学校地域連携コーディネーターが地域

等との連絡調整役となり、協働のある

取組を実施する。 

①学校 HP の更新を毎月実施し、学校と

地域の協働に関する実績を保護者や地

域に広く広報する。 

②学校運営協議会での熟議で出された話

題を地域に発信し、協働して取り組む

コミュニティを構築する。 

地域とともにある学校づくりに 

関する取組 

 

 

※教諭、助教諭用自己評価シー

トⅡ に学年・学級経営・生

徒指導・進路指導等に対応 

  
・学校や地域の

行事を通じて、

互いがつながり

合い、共に成長

する機会の拡充 

➀ おやじの会等の協力の下、学校や地

域行事への参加を児童や保護者、地域

等に広く発信する。 

➁学校と地域が互いの行事に参加し合

い、互いに親睦を深める。 

①学校と PTA やおやじの会が協働で実施

する周年行事やイベントについて学校

から広く地域に広報したか。 

②学校行事への地域参加、地域行事への

学校参加により、互いの連帯意識が向

上したか。 

※同上  ※研修に関連 
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〈現状〉 

○道徳科、体育科の研究の成果として児童の自己

存在感、自己有用感を高める教育活動が定着し

ている。 

○長期欠席児童へは、保護者との連携、オンライ

ン授業や学習支援室の開設等を通じて教育機会

の確保に努めている。 

〈課題〉 

○教員がこれからの教育の方向性を見通し、失敗

を恐れず新たな学びのスタイルに積極的に挑戦

していく必要がある。 

・全教職員がア

イディアを出

し合い、新し

い学びに向か

って挑戦し続

ける意識の向

上 

 

➀ ICT の効果的活用やアクティブ・ラ

ーニング型授業の実践つながる研修を

毎月１回以上行う。 

➁授業参観や学校公開日等の機会を捉え

て、全教員が ICT を活用した授業公開

を年に１回以上公開する。 

➂国の動向や本市の目指す教育に関する

情報を教員にリアルタイムで提供する

ことで、新たな学びに挑戦する意識を

高める。 

①市教委と連携し理論を学ぶ研修を行う

ことで、教員が日々の実践に役立つス

キルを習得し、授業実践への意欲につ

ながったか。 

②全教員が ICT を活用した授業公開を年

に２回以上実施したか。 

 

③全ての教員が自らの目標に向け授業改

善に取り組み、90％以上の教員が目標

を達成し、校内でその成果を報告・共

有することができたか。 

 

 

 

教職員の資質向上に関する取組 
 

 

 

 

※全項目に関連 
  

 


